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1．はじめに 

 令和 2 年 1 月後半から感染が始まり全国的に拡大

した新型コロナ感染症（COVID-19）は本稿を執筆し

ている令和 3年 1月において第 3波が襲来し、終息

する気配がない。金沢工業大学では令和 2 年度前学

期の授業が 6 月初めころまではすべての科目で例外

なく遠隔授業を強いられることになった。 

 遠隔授業の実施において、まずは大学および学生

の ICT環境、インターネット接続環境などのハード

ウエアおよび授業を視聴するためのソフトウエアが

必要となる。 

 本学では3月中旬より遠隔授業を円滑に行うため、

Zoomアカウントの準備、学生および教職員が学外か

ら学内のシステムに接続するためのリモート VPN

機器の拡充などに加え、学生向けのコールセンター

を設置して対応した。その結果、通常よりも 2 週間

遅れとなる 4月 20日より全学部、全学科においてほ

ぼ問題なく遠隔授業を開始することができた。 

 本稿では筆者が担当する科目においてコロナ禍以

前から実施していた「反転授業」について、本学独自

の教育システムであるシニア TA・シニア SA 制度、

eシラバス、e-learningシステムであるMoodleおよ

びWeb会議ツールZoomのブレイクアウトルームを

用いた結果、平常時とほぼ同じ状態で遠隔授業を実

施できたことを紹介する。 

 なお本稿は令和 2年 12月 22日に私大等PF 共同

FD-WGが開催した「令和 2年度 第 3回 共同 FD

研修会」（オンライン開催）において筆者が講演した

内容をまとめたものである。 

 

2．反転授業 

2．1 反転授業とは  

反転授業（flip teaching)とは、ブレンド型学習形

態のひとつで、受講生は新たな学習内容を通常は自

宅でビデオ授業等を視聴して予習し、教室では講義

は行わず、従来であれば授業中の課題とされていた

問題について、教員や TA・SAが個々の学生に合わ

せた指導を与え、学生が他の学生や TA・SAと協働

しながら取り組む形態の授業のことである。この教

育手法は予習・復習の習慣が身につくこと、どちら

かといえば学生が聞く一方である授業形態を個々の

学生の習得状況に応じて指導できること等が大きな

特徴である。 

ただし、受講生は当該授業の事前学習を行うこと

から、教員は e-learning教材やビデオ教材を作成し

なければならず、ある程度の時間と労力を必要とす

る。実際、本稿で紹介する測量学Ⅰおよび測量学Ⅱ

の教材作成には情報処理サービスセンターの支援を

得て、それぞれ約 1年の期間を要していた。 

しかし、今回の新型コロナ感染症拡大のような非

常事態において遠隔授業が必須となる場合には、大

きな効果があることが分かった。反転授業の概念や

目的については多くの事例が紹介されているのでこ

こでは割愛する。 

 

2．2 反転授業の方法と効果 

 平成 26年度に筆者の担当する科目（測量学Ⅱ）で

反転授業の試行を行った。前章で述べたように、す

でに測量系科目履修者に対する学生サービスとして、

自学自習のための e-learning 教材をMoodleで作成

してあったため、それを改訂し利用することにした。 

 図―１に教室内での反転授業方法の手順を示す。 

最初に教員および次章で説明するシニアTA・シニア

SAが問題を解けた学生の解答を確認する（写真１）。

その際には計算（解答）が正しいかどうかより、課題

の本質を理解しているかどうかに重点を置いて指導

する。理解不足の場合には座席に戻り再度理解を深

める。理解が十分である場合には教員（あるいはシ

ニア TA・シニア SA）と座席を交代し、次の学生の

解答内容を確認する（写真２）。交代した学生は臨時

チュータとして登録され、総合評価（単位認定の元

になる成績）に加点される。 

 教室の状況にもよるが、8名から 10名程度が臨時

チュータとして登録される（写真 3、写真 4）。 



 

 

 

 

 反転授業を実施することによって受講生の学力が

どの程度増進するか、反転授業開始前と開始後の成

績などをもとに平成 24年度～平成 26年度のデータ

を比較した。 

 表―1 は反転授業開始前と開始後の成績を比較し

たものである。本学は測量士補国家資格認定校とな

っているため、試行した測量学では授業内容は変わ

っていない。また、15回の授業のうち、基準点測量

6回分で反転授業を実施した。 

 当該科目は国家資格認定と関連するため、従来か

ら厳しい成績評価をおこなっている。表―1 からわ

かるように、通常授業を実施していた平成 24年度お

よび平成 25年度は「S」評価の学生がいなかったが、

反転授業を試行した平成 26年度で「S」評価が 14名

いるとともに、「A」評価も増加している。一方、不 

 

表―１ 反転授業前後での成績評価の比較 

 

 

合格者は半減していることがわかる。 

 

2．3 学習効果と学生の反応 

 反転授業終了後、学生より聴取したアンケートで

は以下のような回答が多く、学生には好意的に捉え

られていることがわかる（アンケート記載文のまま）。 

・反転授業の内容は予習しないと小テストがわかり

にくいことがあるので、必ず予習をするという習

慣がつくので、授業を行う上での準備を行うこと

でモチベーションが上がって理解しようとする能

力を高めることができた。 

・予習が大切だと思った 

・予習していないと講義のプリントが解答できなか

ったり時間がかかったりすると感じたので、しっ

かりと予習して講義を受けるよう心がけた 

・自分はチュータになることがなかったので、今後

このような機会があれば積極的にやっていきたい。 

・定期的にこのような試験を実施することで、勉強

する習慣がつき非常によい授業だと感じた。同学

年が先生を務めることにより、普段ではなかなか

質問しにくいことも心おきなく質問することがで

きたので、より詳しくトラバース測量について知

ることができた。 

年度 S A B C 不合格

平成24年度

（通常授業）
0 19 63 22 31

平成25年度

（通常授業）
0 12 25 26 26

平成26年度

（反転授業）
14 37 23 13 12

最初の学生は教員とシニア TA・シニア SAが指導 

指導を受けた学生が臨時チュータに 

臨時チュータが徐々に増える 

最大10名程度（一人最大で 3回まで） 

 

 

 

 

図―１ 教室内での反転授業の方法 



 

 

 

 

 

 

 

すべての科目で最終週に聴取している授業アンケ

ートの「1回の授業に対する予習・復習、課外学習活

動はどの程度行いましたか」および「授業内容をよ

く理解するための、学習相談（オフィスアワー、チュ

ーターなど）は有効でしたか」という問いに対して

は、図―２～図―５に示すように、反転授業開始後

に明らかに学習時間と有効性が増えていることがわ

かる。 

 

3．シニア TA・シニア SA制度とナレッジスクエア 

3．1 シニア TA・シニア SA制度 

 多くの大学では授業運営を補助する目的で TA

（Teaching Assistant）や SA（Student Assistant）

を活用していると思われる。金沢工業大学では一般

の TA・SA とは全く異なる概念のシニア TA・シニ

アSA制度を採用している。 

 TA・SA は授業における出席調査や演習問題の収

集・整理、教材作成の補助などが主な業務と考えら

れる。シニアTA・シニア SAは一般のTA・SA業務

は行わず、当該授業に参加し授業への振り返り、レ

ベル別練習問題の蓄積、難しい内容の再把握、授業

のポイントのメモ、分かりにくい項目のピックアッ

プ、レベル別の問題を作成、練習問題の作成、などを

行う。また、課外活動としてナレッジスクエアにお

いて他の学生との対話、勉強会の開催（主催）、分か

らない・分かりにくいことなどを工夫して解説する。 

 シニアTA・シニアSAの概念を図―８に示す。 

 

3．2 ナレッジスクエア 

 シニアTA・シニア SAおよび臨時チュータ（反転

授業で承認された受講生）が課外において教え合い

を行うスペース「ナレッジスクエア」を確保した。こ

れは中国の古典「書経」に記されている故事に明示

されている教学半（きょうがくなかば）の精神であ

る「人を教えるときには、調べ直したり知識を整理

し直したりするから、半分は自分が学ぶことになる」

に由来するものである。 

 ライブラリーセンター内のナレッジスクエアにお

ける「教学半」の様子を図－６～図―７に示す。 

図―２ 平成 24年度（通常授業）の予習時間 

図―３ 平成 26年度（反転授業）の予習時間 

図―４ 平成 24年度（通常授業）学習相談の有効性 

図―５ 平成 26年度（反転授業）学習相談の有効性 

図―６ ナレッジスクエアのシニアTA・シニア SA 

図―７ ナレッジスクエアでの教学半の実践 



 

 

 

 

4．コロナ禍における eシラバスを用いた遠隔授業 

4．1 eシラバス 

 コロナ禍において金沢工業大学では令和 2 年度前

学期の授業を 2 週間遅れで開始するとともに、6 月

上旬までは全科目で遠隔授業を実施した。他大学に

おいても同様な処置がなされていると思われるが、

本学では大きく２つのパターンを採用した。１つは

事前に講義を録音・録画したパワーポイントなどの

ファイルを作成してオンデマンドで配信する方法、

１つは「Zoom」などの Web 会議ツール上でリアル

タイムに授業を行う方法である。 

 各大学においては ICTを活用した様々な工夫がな

されていると思われるが、ここでは本学が約 5 年前

に独自に開発し運用している学内ポータルサイト「e

シラバス」がコロナ禍において遠隔授業に強力な武

器となったことを紹介する。 

 e シラバスは授業内容や評価基準といった通常の

シラバスにある情報はもちろんのこと、配布資料、

参考資料、関連 URL へのリンク、レポート提出機

能、授業後に学生が授業を振り返って記入する「自

己点検」機能、学習成果の達成度がわかる機能など、

あらゆる情報に「ワンストップ」でアクセスできる

ものである。当然のことながら、リアルタイムに更

新することができ、遠隔授業にも最適な環境である

といえる。図―９に eシラバスの一例を示す。 

 

図―８ シニアTA・シニアSAの概念 

図―９ eシラバスの画面 



 

 

 

4．2 Zoomを用いた反転授業の実施 

 コロナ禍以前に教室内で実施していた反転授業を

どのように遠隔授業で行うかについて熟慮した結果、

Zoom のブレイクアウトルームを用いることで再現

できるのではないかと考えた。 

 正規の時間内に演習問題を解答した学生を先着順

に 10名程度選出し、シニアTA・シニア SAが Zoom

のブレイクアウトルームで理解度を確かめることに

した。理解度が満足であった学生に臨時チュータ権

限を付与し、課外時間にナレッジスクエアで同じく

Zoom のブレイクアウトルームを開設してチュータ

活動を実施した。 

 

 
 

 

 

 対面ではないが、ほぼ同じ状況を再現することが

できた。図－１０に Zoom のブレイクアウトルーム

を用いた仮想ナレッジスクエアの様子を、図－１１

に 1 週のみではあったが対面授業でフェイスシール

ドを用いた反転授業の様子を示す。 

 

4．3 Zoomを用いた遠隔授業への感想 

 本稿執筆時において令和 2 年度後学期の授業アン

ケートは実施されていないが、前学期終了時に実施

したアンケートから、Zoomを用いた遠隔授業とブレ

イクアウトルームに関する学生のアンケート結果

（自由記載）は以下のような内容であった（アンケ

ート記載文のまま）。 

 

（１）Zoom関連の記載 

・ZOOMで授業内容が録画されているため何度も映     

像を視聴することができた点。  

・ZOOMの授業ですぐに質問が出来る  

・zoomでグループワークがしやすかった。  

・zoom による授業だったのでわからないとことを

他の人に質問することができた  

・zoomを利用していて分かりやすかった。   

・みんなとブレイクアウトセッションすることがで

きた点。  

・オンラインの後で録画された動画を見直すことが

できてよかった。  

・グループワークができたこと。 

（２）ブレイクアウトルーム関連の記載 

・グループ活動もあり、難しい問題も時間内に解決

することができて良かった。  

・ブレイクアウトルームを使って、知らない人と問

題を考えられた。  

・ブレイクアウトルームがよく使われていたこと。  

・ブレイクアウトルームを用いて意見交換できた点。  

・リアルタイム型授業で、まれに生徒に答えさせる

のはよいと思った。  

待機中の質問者 

図―１０ Zoomのブレイクアウトルームを用いた 

仮想ナレッジスクエア 

図―１１ フェイスシールドを用いた 

教室内での反転授業 

シニア TA・シニアSA 

個別ブレイクアウトルーム 

待機中の質問者 

シニア TA・シニアSA 

個別ブレイクアウトルーム 



 

 

 

・リアルタイム授業ではあったが、録画した授業動

画がアップロードされていたので復習に使用でき

たのでよかった。 

 以上の記載から、遠隔授業における Zoom の利用

やブレイクアウトルームの活用については概ね良好

な印象を持っていることがわかる。 

 

5．測量実習における遠隔授業 

前述のように、金沢工業大学は国家資格である「測

量士補」の認定校となっており、測量系の座学と実

習の単位を修得して卒業することにより「測量士補」

の資格が申請のみで取得することができる。 

令和 2 年度の前学期前半は全学部・全学科が例外

なく遠隔授業を実施したため、測量実習を実施する

ことができなかった。測量士補認定機関である国土

交通省国土地理院に問い合わせた結果、前学期終了

後に遠隔授業のエビデンスを提出することにより審

査を実施するとの回答を得た。 

そこで、過去十数年にわたって、学生の自学自習

のために準備していた測量士補国家試験問題

（Moodleで蓄積）を受講生に受験させることにした。

その目的は、測量士補国家資格が卒業時に認定され

ることは、結果として「測量士補国家試験」に合格す

ることと同意であると解釈したものである。また、

Moodleは受験日、受験開始時刻、受験終了時刻、採

点結果などのログを取得することができる。測量実

習の時間が 2 コマ（3 時間）と国家試験受験時間に

等しいなどの好条件もあった。図―１２にMoodleに

掲載された国家試験問題の例を示す。 

 令和 2 年度前学期の後半からは実験・実習科目に

限って対面授業が再開されたため、実習への参加人

数を 1 クラスの半数とし、半数は測量実習を半数は

Moodle で測量士補国家試験問題を受験させること

にした。 

 実習時はクリアーホルダーで作成した簡易型のフ

ェイスシールドおよびビニール手袋の着用や測量器

材の使用前・使用後のアルコール消毒を徹底するこ

とで感染防止に努めた。図―１３に実習の様子を示

す。前学期終了後、エビデンスを国土地理院に提出

することで認定を受けることができた。 

 

6．おわりに 

 コロナ禍における反転授業について、金沢工業大

学が独自に開発してきた e シラバスおよびシニア

TA・シニア SA、臨時チュータによる「教学半」の実

践について報告した。 

要点をまとめると以下のとおりである。 

 

・反転授業により予習・復習の習慣が身につく 

・遠隔授業においても反転授業（対面）と同等の授業    

内容が確保できる（ブレイクアウトルーム活用） 

・e シラバスの利用により演習問題配布➩解答➩回

収が対面と同じように実施できる 

・Zoom のブレイクアウトルーム活用によりシニア

TA・シニア SAが行うナレッジスクエア（LC：ラ

イブラリーセンター)と同じ状況を再現できる 

・国家資格認定科目（測量実習）では当該国家試験 

問題を Moodle 等により受験させることで資格認

定と同等の内容であることの承認を得た 
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図―１２ Moodleに掲載の測量士補国家試験の過去問 

図―１３ 簡易フェイスシールド着用による実習 


